
一人ひとりの市民が主役
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【特集】2年ぶりに帰ってきた阿久根の夏Y

（阿久根みどこい祭り）

みんな大好きYアッシャー先生
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やったーっY
ようそろとったで賞を受賞したよY
おどっどコンテストで踊りを披露する阿久根小学校６年２組岡ウサキッズ



【特集】
２
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た

阿
久
根
の
夏
！

昨
年
は
口
蹄
疫
の
影
響
か
ら
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
「
阿
久
根
み
ど
こ
い
祭
り
」

が
２
年
ぶ
り
に
７
月
30

日
・
31

日
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

30

日
に
国
道
３
号
で
行
わ
れ
た
ハ
ン
ヤ
踊
り

パ
レ
ー
ド
に
は
、
44

団
体
２
千
百
人
が
参
加
。

ハ
ン
ヤ
節
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
存
分

に
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

翌
日
の
31

日
に
は
、
中
央
公
園
の
特
設
会
場

に
て
「
お
ど
っ
ど
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
阿
久
根
の

特
産
品
な
ど
が
一
堂
に
そ
ろ
っ
た
「
み
ど
こ
い

市
」
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夜
に
は
、「
み
ど
こ
い

祭
り
」
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
夏
の
夜
空
に

５
千
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
り
ま
し
た
。

－ 2 －

藤間　流千朗会

陽が沈み、ハンヤパレードもいよいよ佳境…

夜空に映える大輪の華（花火大会）



－ 3 －

今月の表紙

今月の題字

広報あくね８月号

№775

（平成23年８月16日発行）

学校のいろいろな行事が海でで
きる環境はすばらしいと思いま
す。これからもその環境を守って
いきたいです。
将来の夢はまだ決まっていませ
んが、目の前にある目標を一つず
つクリアしていきたいです。

ひと言

東日本大震災義援金
（平成23年８月１日現在）

12,851,176円
〔振込先〕
日本赤十字社阿久根市地区

古こ

賀が

明あ

日す

香か

さ
ん

脇
本
小
６
年

７月31日に行われた阿久根みど

こい祭りの『おどっどコンテスト』

に阿久根小学校６年生の１～３組

全員が組ごとに出場。

それぞれ個性のある元気いっぱ

いな踊りを披露し、会場を盛り上

げていました。

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
Y

おどっどコンテスト
賞　名 受　賞　団　体

優 勝 華
はな

姫
ひめ

Jr
第 ２ 位 鶴川内中学校

第 ３ 位 ひと華
はな

会

ハンヤ踊りパレード
「踊り連」コンテスト

賞　名 受　賞　団　体

最 優 秀 賞 泉流豊
ほう

泉
せん

会
かい

ハッスル賞 阿久根市役所

仮 装 大 賞 北さつま漁協　友睦会

敢 闘 賞 山下小学校

アレンジ賞 ナ・フラ・ホアロハ

特 別 賞 鶴翔高等学校

シルバー人材センター 藤間　流千朗会

泉流豊泉会
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平
成
21

年
９
月
か
ら
市
内
小
中
学
校
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
ア
ッ
シ
ャ
ー
先
生
が
、
８
月
上
旬
に
ア

メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
に
帰
国
し
ま
し
た
。

ア
ッ
シ
ャ
ー
先
生
の
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
優
し
さ
溢
れ
る
楽
し
い

授
業
は
、
子
ど
も
た
ち
に
大
好
評
で
し
た
。

７
月
15

日
に
山
下
小
学
校
で
行
わ
れ
た
ア
ッ
シ
ャ
ー
先
生
の
最
後

の
授
業
で
は
、
ア
ッ
シ
ャ
ー
先
生
の
お
別
れ
の
言
葉
を
聞
い
て
別
れ

る
の
が
寂
し
く
な
っ
た
の
か
、
涙
を
流
す
児
童
も
い
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
７
月
27

日
に
ア
ッ
シ
ャ
ー
先
生
と
、
ダ
ン
先
生

が
市
役
所
へ
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
新
旧
交
代
の
あ
い
さ
つ
に
来
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
の
時
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

新旧交代の固い握手を交わすアッシャー先生（左側）と新ALTのダン先生（右側）

ボ
ク
は
、
い
つ
も
授
業
の
予
定
時

間
よ
り
早
く
学
校
に
来
て
、
控
え
室

で
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ

や
、
話
し
声
な
ど
を
聴
く
の
が
大
好

き
で
し
た
。
そ
し
て
、
授
業
時
間
に

な
る
の
を
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
待
っ

て
い
ま
し
た
。

ア
ッ
シ
ャ
ー　

ラ
ム
ラ
ス

新ALTダン先生
（Daniel Edward Schilling）
これからよろしくお願いしますY

◇ご出身は？
アメリカのミネソタ州から来ました。夏場は涼しく、梅
雨がありません。でも、北海道より緯度が高い位置にあり、
積雪は３ｍ以上。冬は、－30℃の世界です。

◇日本に住んでどれくらい？
２年です。薩摩川内市の甑島でＡＬＴをやっていました。
甑島のおじいちゃん、おばあちゃんの話す言葉が難しくて、
発音には何となく慣れましたが、島固有の方言は難しいで
した。雰囲気で理解していたつもりでも、勘違いすること
がありました。阿久根弁にも早く慣れたいです。

◇阿久根の皆さまにひと言
これまで甑島に住んでいたせいか、海や魚が大好きで、
英語を教えることも大好きです。
阿久根に来て、自分の英語を阿久根の子どもたちに教え
られることをとても楽しみにしています。よろしくお願い
します。

ダニエル　エドワード　シリング

アッシャー　先生との別れを惜しむ山下小児童

最後の授業でアッシャー先生とゲームを楽しむ山下小児童

アメリカ　ミネソタ州の旗

また、わが家
いえ

んごといつでん帰っ てきやんよっ！

みんな大好き！アッシャー先生

２年 間ありがとう！
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アッシャー　先生との別れを惜しむ山下小児童

アメリカ　ミネソタ州の旗

また、わが家
いえ

んごといつでん帰っ てきやんよっ！

みんな大好き！アッシャー先生

２年 間ありがとう！

山下小児童のトンネルをくぐってお別れをするアッシャー先生

山下小の児童、先生らとみんなで記念撮影

旧ALTアッシャー先生
（Asher Ramras）

シアトルに帰って、また、一から出直します
◇阿久根に来て印象に残ったできごとは？
子どもたちと一緒に食べた給食で、イワシ

の丸干しがでてきたことです。まず、これは
何だろうとビックリしました。
しかも、子どもたちからいきなり「アッ
シャー先生は頭から？それとも尻尾から？」
と質問され、全く意味がわかりませんでした
が、後で、丸干しの食べ方が頭からなのか、
尻尾からなのかを質問しているということが
わかり、大笑いしました。
回答は、『もちろん頭からY』です。丸干
し大好きです。

◇阿久根の皆さまにひと言
阿久根に来てたくさんのことを経験させて

もらいました。また、たくさんの子どもたち
や先生たちと楽しく授業をすることができま
した。 
阿久根の皆さまと、同じ阿久根市民の一員

として一緒に住み、生活することができ、と
てもうれしいでした。シアトルに帰ってから
も教育関係の仕事ができればと思っていま
す。
日本語をいっぱい勉強しましたが、阿久根

の人たちの気持ち（心）を表現するにはやっ
ぱり、阿久根弁しかないと思いました。
これからもよろしくお願いします。また来

ます。さよならはゼッタイ言いません。  
アッシャー ラムラス

【
特
集
】
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◇開 設 日　平成23年８月１日㈪

◇所 在 地　出水市野田町上名6103番地（野田診療所内）

◇診 療 日　毎日（年中無休）

◇診療時間　午後７時～午後11時

※ただし、電話受付時間は午後６時30分から午後10時30分まで。

なお、医師の都合により、診療開始が遅れることもあります。

◇診療科目　内科・小児科

◇電話番号　☎０９９６－８４－２０２３

※上記以外は、阿久根市民病院（☎０９９６－７３－１３３１）または、出水総合医療センター

（☎０９９６－６７－１６１１）にご相談ください。

◇受診までの流れ

「夜間、具合が悪くなったが救急車

を呼ぶほどではない。」というような

方の診察をします。

まず、電話でご連絡をいただき、診

察が必要な場合は夜間一次救急診療所

で受診することになります。

医師が診療にあたり、診察の結果、

詳しい検査や入院が必要と判断された

ら、阿久根市民病院か出水総合医療セ

ンターなどへ紹介します。

※問い合わせ先

健康増進課　保健予防係

☎０９９６－７３－１２１１（内線1457）

至高尾野駅

至出水市

県立野田女子
高等学校

野田郷駅

至出水市

県道　荒崎・田代線
JA野田

ガソリンスタンド

広域農道

至田代

鶴川内
小学校

鶴川内

駐在所

青木の

茶屋

阿久根方面から
坂を下りきった信号を
左折 （約１.１㎞先）

至田代

至折口

至
田
代

Aコープ
野田店

辻文志堂

鶴川内地区

集会施設

鶴川内
郵便局

野田
小学校

国道���号

国道���号（旧県道）

夜間一次
救急診療所
（野田診療所）

出水市役所
野田支所

※来院前には、必ず電話をかけ
て、状況をお知らせください。

【位置図】

８月１日から
野田診療所内に夜間一次救急診療所がオープンしましたY

夜
間
一
次
救
急
診
療
所
玄
関
前

（
野
田
診
療
所
）

ココ

市役所からの

お知らせ
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『第20代シークィーンあくね』の３人

来年７月末までの１年間、県内外で観光宣伝やイベ

ントなどで、阿久根市のＰＲに活躍してもらう阿久根

商工会議所青年部の第20代『シークィーンあくね』が

決定しました。

それぞれ写真左から宮本弘恵さん™2、遠矢由唯さん

¡9、川添翔子さん¡8に決定し、７月14日に市役所を訪

れました。

３人は、７月30日㈯に行われた阿久根みどこい祭り

の音楽パレードがイベントでの最初の仕事となりまし

た。

第20代

『シークィーンあくね』決定！

阿久根市自主文化事業の一環で、鹿児島大学学友会管弦楽団によるふれあいコンサートが開

催されます。楽器ふれあい体験や指揮者体験もありますので、ぜひ、お気軽にお越しください。

なお、入場料は無料ですY

☆日時　平成23年９月４日㈰

開場　午後１時半、開演　午後２時

☆場所　阿久根市民会館大ホール

〈曲　目〉

ビゼー/歌劇「カルメンより前奏曲」

チャイコフスキー/白鳥の湖より「情景」

サウンド・オブ・ミュージック　メドレー

シベリウス/交響詩「フィンランディア」など

※問い合わせ先　生涯学習課

☎０９９６－７２－１０５１

鹿児島大学学友会管弦楽団

鹿児島大学学友会管弦楽団
ふれあいコンサートinあくね開催！

～平成23年度 阿久根市自主文化事業～

あくねみどこい祭り音楽パレード

Akune City
Information

ヨ
ロ
シ
ク
Y
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今月の阿久根市政ニュース
市の取組などについてお知らせします。

８月から大川診療所が月・水・金の週３回受診できるようになり、同じく
乗合タクシーについても８月から診療時間に合わせた運行になりました。

８月から毎週月・水・金曜日の週３回で午後２時から午

後５時まで受診することができるようになりました。（なお、

受付時間は午後１時半から午後４時半までです。）

また、それに合わせて大川地区乗合タクシーについても

診療時間に合わせて、午後からの運行が増便になりました

ので、診療の際には、ぜひご利用ください。

※問い合わせ先

大川診療所　　　　　 ☎０９９６－７４－００５４

乗合タクシー（予約）　☎０９０－３６６５－８４８４

大
川
診
療
所
と

乗
合
タ
ク
シ
ー

平成23年４月１日以降の出生者を対象に、出生祝い
商品券の交付がはじまりましたY

６月に制定した出生祝い商品券支給条例によ

り、第１号の対象者に市長が直接、阿久根商工

会議所の商品券５万円分を手渡しました。

この条例は、子育てしやすい環境づくりと市

内の商店活性化を目的としたもので、第１子に

３万円分、第２子に５万円分、第３子以降の子

には10万円分を交付するものです。

今後は、保健師の新生児訪問の際に交付する

予定となっています。

出生
祝い
商品
券

市民
まち
づく
り

10
0人
委員
会
　 市民の知を結集し、夢と希望の持てる地域づくりをめざし、
７月24日に第１回目の市民まちづくり100人委員会を開催Y

委員の内訳は、公募、団体推薦から

なる鶴翔高校10名の生徒を含む市内在

住・在勤者の104名です。

第１回目は全体会後に「安心・安全

づくり」「むら・うみづくり」「活力づ

くり」「人づくり」｢地域づくり｣の５つ

の分科会にわかれ、自己紹介を含めた

意見発表を行ってもらいました。

支給第１号となられた対象者と阿久根市長
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消防ポンプ操法を競う
－阿久根市消防操法大会－

阿久根市消防操法大会が７月10日、
市内の８分団25班からポンプ車の部に
４チーム、小型ポンプの部に12チーム
が出場し、市役所駐車場にて開催され
ました。
各チームの指揮者による「操作はじ

めY」の号令とともに、ポンプからホー
スを延長して標的に放水し、その標的
を倒すまでの操法の安全性、迅速性お
よび確実性を競う大会です。きびきび
とした動作で、訓練の成果を存分に披
露していました。

心ひとつに…団員一丸、一点集中Y

西目分団の指揮者と１番員とが筒先交替を行う場面（小型ポンプの部）

小型ポンプの部　優勝　三笠分団古里班

ポンプ車の部　優勝　鶴川内分団

【　大　会　結　果　】
◇団体の部

ポンプ車の部 小型ポンプの部
優 勝 鶴 川 内 分 団 三笠分団古里班
準優勝 大 川 分 団 鶴 川 内 分 団
第３位 赤 瀬 川 分 団 Ｂ

◇個人賞

ポンプ車の部 小型ポンプの部

指揮者
川 畑 幸 三 櫁　柑　幸一郎
（ 大 川 分 団 ）（三笠分団古里班）

１番員
長 田 裕 作 早 水 健 児
（鶴川内分団）（三笠分団古里班）

２番員
柏 木 清 彦 宮 﨑 幸 男
（鶴川内分団）（鶴川内分団）

３番員
本 村 淳 一 松 崎 常 雄
（鶴川内分団）（赤瀬川分団Ｂ）

４番員
花 木 主 計
（ 大 川 分 団 ）

元阿久根地区消防組合

消防本部次長兼署長の故

宮原幸夫さんが、永年の

功績を認められ、正七位

瑞宝単光章を受章されま

した。

「このような立派な章

を受章し、本人もさぞか

し満足していると思いま

す。」とご家族の方は話

しておられました。

栄えある叙位叙勲

市長からご家族へ手渡さ
れた正七位瑞宝単光章
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市役所からの

お知らせ

第21期農業委員会農業委員の方々

任
期
満
了
に
伴
う
阿
久
根
市
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
が
７
月
10

日

に
行
わ
れ
８
名
の
方
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
に
各
関
係
機
関
か
ら
推
薦

さ
れ
選
任
さ
れ
た
４
名
の
委
員
を

加
え
、
計
12

名
に
よ
り
第
21

期
農

業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

７
月
25

日
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
総
会
で
、
会
長
に
平
田
修
二
委

員
、
会
長
代
理
に
は
堂
後
善
人
委

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
田
修
二
会
長
は
「
農
業

委
員
会
は
農
業
の
基
盤
で
あ
る

『
農
地
を
守
る
』
こ
と
が
大
き

な
使
命
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

在
家
活
動
を
行
い
、
農
家
の
相

談
役
と
し
て
、
農
地
の
流
動
化

を
推
進
し
な
が
ら
、
後
継
者
な

ど
の
育
成
に
力
を
そ
そ
ぎ
、
今

後
３
年
間
は
会
長
と
し
て
誠
心

誠
意
努
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
所
信
を
表
明
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
第
21

期
農
業
委
員
会

委
員
は
次
の
と
お
り
。※

敬
称
略

◎
当
選
さ
れ
た
委
員

▽
田
原
友
太
郎
▽
松
下
輝
男

▽
川
畑
俊
孝
▽
冨
永
勝
志
▽

石
原
千
代
年
▽
堂
後
善
人
▽

平
田
修
二
▽
新
穗
敏
憲

◎
選
任
さ
れ
た
委
員

※
（　

）
は
推
薦
機
関
名

▽
岩
﨑
健
二
（
市
議
会
）
▽

田
嶋
輝
男
（
土
地
改
良
区
）

▽
㞍
無
濱
俊
幸
（
農
業
協
同

組
合
）
▽
石
坂
務
（
農
業
共

済
組
合
）

第
21
期
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
Y

会
長
に
平
田
修
二
委
員

九
州
農
政
局
生
産
経
営
流
通
部

長
お
よ
び
消
費
・
安
全
部
長
よ
り
、

以
下
の
と
お
り
全
市
町
村
に
通
知

が
あ
り
ま
し
た
。

①
原
子
力
発
電
所
事
故
後
に
17

都

県
（
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城

県
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
福
島

県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬

県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京

都
、
神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
山

梨
県
、
長
野
県
、
静
岡
県
）
で

生
じ
た
家
畜（
豚
・
鳥
を
除
く
。）

の
排
せ
つ
物
に
つ
い
て
は
、
有

償
・
無
償
に
か
か
わ
ら
ず
、
譲

渡
し
な
い
こ
と
。

ま
た
、
同
様
に
そ
の
家
畜
の

排
せ
つ
物
を
原
料
と
し
た
堆
肥

を
生
産
し
な
い
こ
と
。

②
原
子
力
発
電
所
事
故
後
に
17

都

県
で
収
集
さ
れ
た
植
物
性
堆
肥

原
料
（
事
故
前
に
収
集
し
て
い

た
物
で
も
、
事
故
後
に
包
装
さ

れ
る
こ
と
な
く
ほ
場
な
ど
の
屋

外
に
放
置
さ
れ
て
い
た
物
も
含

む
。）
に
つ
い
て
も
、
有
償
・

無
償
に
か
か
わ
ら
ず
、
譲
渡
し

な
い
こ
と
。

③
①
の
家
畜
の
廃
棄
物
、
②
の
植

物
性
堆
肥
原
料
を
調
達
し
、
そ

れ
を
原
料
と
し
て
堆
肥
を
生

産
・
譲
渡
し
な
い
こ
と
。

④
①
の
家
畜
の
廃
せ
つ
物
、
②
の

植
物
性
堆
肥
原
料
、
ま
た
は
そ

れ
ら
を
原
料
と
す
る
堆
肥
（
事

故
後
に
包
装
さ
れ
る
こ
と
な
く

ほ
場
な
ど
の
屋
外
に
放
置
さ
れ

て
い
た
場
合
も
含
む
。）
を
、

農
地
に
施
用
（
土
壌
改
良
資
材

な
ど
と
し
て
の
施
用
を
含
む
。）

し
な
い
こ
と
。

⑤
①
〜
④
に
よ
り
、
堆
肥
な
ど
が

滞
留
す
る
場
合
は
、
適
切
に
管

理
す
る
こ
と
。

※
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課　

農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
１

内
線
（
１
１
３
３
・
１
１
３
７
）

高
濃
度
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
る

可
能
性
の
あ
る
堆
肥
な
ど
の
施
用
・
生
産
・

流
通
の
自
粛
に
つ
い
て
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Akune City
Information

受
給
者
の
方
は
、
毎
年
８
月
に

８
月
１
日
現
在
の
状
況
を
記
載
し

た
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
手

当
を
引
き
続
き
受
給
で
き
る
か
を

判
断
す
る
大
切
な
届
出
で
す
。

こ
の
届
出
の
提
出
が
な
け
れ

ば
、
受
給
資
格
は
停
止
さ
れ
、
８

月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
提
出
期
間　

平
成
23

年
８
月
８

日
〜
８
月
26

日
（
土
、
日
を
除

く
。）

◇
受
付
時
間　

午
前
８
時
半
〜
午

後
７
時

◇
提
出
場
所　

生
き
が
い
対
策
課

　

児
童
対
策
係
（
５
番
窓
口
）

◇
持
参
す
る
も
の

①
現
況
届
の
お
知
ら
せ
と
同
意

書※
対
象
者
に
は
、
事
前
に
郵

送
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

②
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

資
格
者
証
・
児
童
扶
養
手
当

証
書

③
印
鑑

④
受
給
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
。）

⑤
平
成
23

年
１
月
１
日
現
在
、

阿
久
根
市
に
住
所
が
な
い
方

は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
が

発
行
し
た
児
童
手
当
用
の
所

得
証
明
書

⑥
児
童
と
別
居
さ
れ
て
い
る
方

は
、
別
居
監
護
申
立
書
・
別

居
先
の
住
民
票
謄
本
（
全
世

帯
分
）

⑦
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

者
の
方
は
、健
康
保
険
証（
申

請
者
本
人
及
び
児
童
の
も
の
。）

※
期
間
中
は
、
窓
口
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
時
間
に
ゆ
と
り

を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
児
童
対
策
係

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
１

（
内
線
１
４
１
１
・
１
４
１
２
）

ひ
と
り
親
医
療
費
助
成
、
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
の
方
へ

阿久根漁港新港水揚げ場

阿
久
根
市
選
挙
管
理
委
員
会

で
は
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
に
つ
い
て
、

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
そ
の

資
格
を
有
す
る
方
々
の
申
請
に

基
づ
き
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
登
載
を
申
請
さ

れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
提
出
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
範
囲

①
平
成
３
年
12

月
６
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

②
阿
久
根
市
内
に
住
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
す
る
者

③
年
間
に
90

日
以
上
漁
船
を
使

用
し
て
漁
業
を
営
み
、
ま
た

は
漁
業
者
の
た
め
に
漁
船
を

使
用
し
て
行
う
水
産
動
植
物

の
採
捕
、
も
し
く
は
養
殖
に

従
事
す
る
者

◇
申
請
の
期
間

平
成
23

年
９
月
１
日
か
ら

９
月
５
日
ま
で

◇
申
請
書
の
提
出
場
所

・
阿
久
根
市
選
挙
管
理
委
員
会

・
北
さ
つ
ま
漁
業
協
同
組
合

な
お
、
申
請
書
は
、
各
提
出
場

所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
１

（
内
線
１
３
４
１
）

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
に
つ
い
て
（
登
録
は
毎
年
必
要
で
す
）
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◇大会記録
（※記録の前の☆は大会記録更新）

種　　　目 氏　　名（学　校） 記　録
５年男子25ｍ自由形 鮫島　享兵（鶴川内小） 22秒５
５年女子25ｍ自由形 恒吉　玲佳（脇 本 小） 19秒９
５年男子25ｍ平泳ぎ 瀬戸口塁一（脇 本 小） 30秒０
５年女子25ｍ平泳ぎ 片野はるな（阿久根小） 28秒１
５年男子25ｍ背泳ぎ 竹原　志龍（脇 本 小） 28秒２
５年女子25ｍ背泳ぎ 恒吉　玲佳（脇 本 小） 25秒８
５年男子50ｍ自由形 中島　郁哉（阿久根小） 38秒８
５年女子50ｍ自由形 新藏　天七（阿久根小） 40秒３
５年男子50ｍ平泳ぎ 中野宏一郎（阿久根小） 57秒５
５年女子50ｍ平泳ぎ 濵元　冬華（脇 本 小） 47秒２
５年男子50ｍ背泳ぎ 中野宏一郎（阿久根小） 54秒７
５年女子50ｍ背泳ぎ 堤　　理子（阿久根小）１分02秒５
５年男子50ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 中島　郁哉（阿久根小） 42秒１
５年女子50ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 椎野　　好（阿久根小） 44秒０
６年男子50ｍ自由形 池田　龍亮（田 代 小） 45秒２
６年女子50ｍ自由形 松本　晴香（脇 本 小） 44秒９
６年男子50ｍ平泳ぎ 松本　　翼（脇 本 小） 55秒８
６年女子50ｍ平泳ぎ 若松　来夢（尾 崎 小） 46秒４
６年男子50ｍ背泳ぎ 西平幸四郎（折 多 小） 55秒７
６年女子50ｍ背泳ぎ 若松　来夢（尾 崎 小） ☆35秒７
６年男子50ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 佐藤　　光（折 多 小） 47秒３
６年女子50ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 濵元　果那（脇 本 小） 38秒１
６年男子100ｍ自由形 佐藤　　光（折 多 小）１分36秒０
６年女子100ｍ自由形 濵元　果那（脇 本 小）１分18秒３
６年男子100ｍ平泳ぎ 古賀　　翔（脇 本 小）１分56秒３
６年女子100ｍ平泳ぎ 松﨑　優子（脇 本 小）１分45秒０
男 子 200 ｍ ﾘ ﾚ ｰ 阿 久 根 小 ２分52秒１
女 子 200 ｍ ﾘ ﾚ ｰ 脇 本 小 ２分36秒７
男子200ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 阿 久 根 小 ３分24秒９
女子200ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 脇 本 小 ３分01秒１

保護者らの声援を受けて懸命に泳ぐ児童

記
録
更
新
な
る
か
！

市
小
学
校
水
泳
記
録
会
開
催

鶴翔高校陸上部の皆さん

８
月
３
日
㈬
か
ら
岩
手

県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校

総
体
に
出
場
す
る
鶴
翔
高
校

陸
上
部
の
生
徒
ら
が
、
７
月

19

日
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し

た
。今

回
、
伝
統
あ
る
長
距
離

種
目
だ
け
で
な
く
、
初
め
て

100

メ
ー
ト
ル
と
400

メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
と
い
う
短
距
離
種
目

に
も
出
場
す
る
と
の
こ
と
。

「
一
秒
で
も
多
く
記
録
を

縮
め
て
き
ま
す
。」
と
抱
負

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
健
闘
を
誓
う
！

阿久根陸上スポーツ少年団の皆さん

８
月
27

日
㈯
に
神
奈
川

県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
小
学

生
陸
上
競
技
交
流
大
会
の
400

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
に
出
場
す

る
阿
久
根
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
員
５
名
の
選
手
ら
が
、

７
月
25

日
に
市
役
所
を
訪
れ

ま
し
た
。

選
手
の
児
童
ら
は
「
鹿
児

島
県
代
表
と
し
て
、
上
位
入

賞
を
目
指
し
て
精
一
杯
が
ん

ば
っ
て
き
ま
す
。」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
に
出
場
！

平
成
23

年
度
阿
久
根
市
小
学
校
水
泳

記
録
会
が
７
月
22

日
に
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
各
小
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
児
童

た
ち
は
、
保
護
者
や
先
生
な
ど
の
声
援

を
受
け
、
懸
命
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。

主
な
大
会
記
録
は
左
の
表
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

まちのアルバム
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グラウンドゴルフを楽しむ参加者

７
月
21

日
、
総
合
運
動
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
に
て
阿
久

根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
行
わ
れ
、会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
、「
お
ま
ん
な
、じ
ょ
っ
じ
ゃ

ん
な
ぁ
。」
な
ど
と
参
加
者
同
士
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

通
し
、
交
流
を
深
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
※
敬
称
略

ふ
れ
あ
い
に
友
愛
と
健
康
を
求
め
て

〜
阿
久
根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
〜

阿久根Ｊ.Ｖ.Ｃ選手の児童ら

８
月
12

日
か
ら
沖
縄
県

で
開
催
さ
れ
る
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
に
出
場
す

る
阿
久
根
Ｊ
．
Ｖ
．
Ｃ
の
児

童
６
名
の
選
手
ら
が
、
８
月

２
日
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し

た
。九

州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
は

今
回
で
３
回
目
の
出
場
と
の

こ
と
で
、「
優
勝
目
指
し
て

が
ん
ば
り
ま
す
。」
と
児
童

ら
は
意
気
込
み
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
！

表彰を受けた折橋嘻典さん（前列中央）

阿
久
根
市
教
育
委
員
会
の

前
教
育
委
員
長
の
折
橋
嘻
典

さ
ん
が
、
全
国
市
町
村
教
育

委
員
会
連
合
会
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
４
期
16

年
に
渡

り
教
育
委
員
の
職
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
13

名

の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
表
彰
！

◇団体の部

順位 団体（チーム名）

優 勝田 代 か わ ず 会 Ａ

準優勝上 野 永 寿 会 Ａ

第３位佐 潟 Ａ

◇個人の部

順位 個　人　名

優 勝
簗 瀬 久 則
（田代かわず会）

２ 位
寺 地 　 穗
（ 尻 無 下 ）

３ 位
濵 﨑 住 雄
（ 佐 潟 Ａ ）

４ 位
有 馬 　 透
（高之口老人会Ｂ）

５ 位
中 山 勝 久
（ 段 長 寿 会 Ａ ）

まちのアルバム
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各 課 紹 介各 課 紹 介

●
住
民
係
（
１
番
・
２
番
窓
口
）

戸
籍
及
び
住
民
の
登
録
な
ど
に

関
す
る
こ
と
（
出
生
届
・
死
亡

届
・
転
入
転
出
届
・
印
鑑
登
録

な
ど
）

※
証
明
書
発
行（
住
民
票
関
係
・

印
鑑
証
明
・
戸
籍
関
係
）
は
、

昼
食
時
間
及
び
午
後
６
時
ま

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
国
民
年
金
係
（
３
番
窓
口
）

国
民
年
金
全
般
に
関
す
る
こ
と

（
年
金
裁
定
請
求
書
の
受
理
及

び
被
保
険
者
の
異
動
受
付
な
ど
）

※
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
、口
座
振
替
が
お
得
で
す
。

●
環
境
対
策
係
（
４
番
窓
口
）

環
境
対
策
（
環
境
保
全
・
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
・
公
害
）

そ
の
他
環
境
保
全
に
関
す
る
こ

と
。

※
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
及
び

電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入
に

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

係
ご
と
の
業
務
紹
介

課
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
役
所
玄
関
を
入
る
と
す
ぐ

目
の
前
が
市
民
環
境
課
で
す
。
業

務
は
、
市
民
の
皆
様
の
出
生
か
ら

生
涯
に
わ
た
っ
て
関
係
し
、
さ
ら

に
市
民
の
皆
様
が
快
適
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、
国
民
年
金
や
環
境
対
策

の
分
野
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
市
民
の
皆
様
と
最
も
身
近
に

接
し
て
い
る
課
で
あ
り
市
役
所
の

顔
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
①
笑
顔
で

迎
え
、
き
ち
ん
と
し
た
挨
拶
を
交

わ
す
。
②
用
件
は
十
分
聴
き
、
親

身
に
な
っ
て
具
体
的
に
答
え
る
。

③
説
明
し
て
い
る
こ
と
が
相
手
に

伝
わ
っ
て
い
る
か
確
認
す
る
。
④

根
拠
を
示
し
、
あ
い
ま
い
な
回
答

を
し
な
い
。
こ
の
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
職
員
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
市
民
環
境
課
長　

馬
見
新　

誠
）

市民　
環境課

●
固
定
資
産
税
係
（
８
番
窓
口
）

固
定
資
産
（
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
）
の
評
価
及
び
課
税
業

務
、
地
籍
調
査
管
理
事
業
及
び

不
動
産
取
得
税
賦
課
資
料
に
関

す
る
こ
と
な
ど
。

●
課
税
係
（
９
番
窓
口
）

個
人
市
県
民
税
、法
人
市
民
税
、

軽
自
動
車
税
、
市
た
ば
こ
税
、

入
湯
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
賦
課
に
関
す
る
こ

と
な
ど
。

●
管
理
徴
収
係（
10

番
・
11

番
窓
口
）

市
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
収
納
に
関
す
る
業
務

及
び
市
税
等
の
諸
証
明
の
発
行

等
の
窓
口
業
務
ほ
か
市
税
等
の

滞
納
処
分
に
関
す
る
こ
と
な
ど
。

係
ご
と
の
業
務
紹
介

課
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

税
務
課
で
は
、
市
税
等
を
は

税務課

じ
め
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

に
つ
い
て
公
平
・
公
正
に
賦
課
し

徴
収
す
る
こ
と
を
基
本
に
業
務
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
窓
口

で
の
応
対
に
つ
い
て
も
、
特
に
納

税
者
で
あ
る
市
民
の
皆
様
に
、
分

か
り
や
す
く
納
得
い
た
だ
け
る
説

明
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

税
に
対
す
る
悩
み
相
談
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
役
所
税
務
課
の
窓

口
で
、
担
当
職
員
が
親
切
丁
寧
に

対
応
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
税
等
の
納
入
に
つ
き

ま
し
て
は
、
納
期
内
納
入
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
税
務
課
で
は
、
租
税

教
育
の
一
環
と
し
て
、
出
水
税
務

署
、
教
育
委
員
会
等
と
連
携
し
小

中
学
生
を
対
象
に
、
税
の
使
わ
れ

方
、
納
税
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
各
小
中
学
校
に

お
い
て
租
税
教
室
を
開
催
し
、
児

童
生
徒
に
対
す
る
租
税
教
育
の
推

進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
税
に
対
す
る
ご

理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
長　

小
牟
田
伸
雄
）

◆市役所１階南側

住民係

国民年金係

環境対策係

◆市役所１階南側

固定資産税係

課税係

管理徴収係

税務課窓口

市民環境課窓口
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肺がんは、鹿児島県のがんによる死因の第１位で、増える傾向にあります。そのため、鹿児
島県では、肺がんの早期発見に有効とされている、低線量ＣＴによる肺がん検診を、多くの方
に受診していただけるよう、検診費の一部を助成します。
☆実施期間　平成24年３月末まで
☆検診費用　自己負担額　３,１５０円（通常の３割以下の金額です。）
☆対 象 者　50歳以上（受診日時点）の鹿児島県民の方

※市のがん検診などで「要精密検査」となられた方は除きます。
☆検診機関　鹿児島県に登録された医療機関など。（出水地区と薩摩川内市のみを掲載）

医　療　機　関　名 住　　　所 電　話　番　号

出水郡医師会立阿久根市民病院
阿久根市

０９９６－７３－１３３１
赤瀬川4513番地

内 山 病 院
阿久根市

０９９６－７３－１５５１
高松町22番地

出 水 総 合 医 療 セ ン タ ー
出水市

０９９６－６７－１６１１
明神町520番地

吉 井 中 央 病 院
出水市

０９９６－６２－３１１１
平和町336番地

長島町国民健康保険鷹巣診療所
出水郡長島町

０９９６－８６－００５４
鷹巣1814番地

済 生 会 川 内 病 院
薩摩川内市

０９９６－２３－５２２１
原田町２－46

川内市医師会立市民病院
薩摩川内市

０９９６－２２－１１１１
永利町4107番地７

上 村 病 院
薩摩川内市

０９９６－２３－３１８５
東開聞町９番22号

※問い合わせ先
鹿児島県保健福祉部健康増進課　がん対策・歯科保健係　☎０９９－２８６－２７２１
→詳しくは、鹿児島県ホームページをご覧ください。http://www.Pref.kagoshima.jp/

県が

検診費
用を

一部負
担

します
�　一部負
担

します
�

今月は健康増進課の

お得情報 行政 知得 　得コーナー
し っ と く ま る と く

知ってトクする！
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まちの話題 みんなのアルバム

中

鶴

東日本大震災で被害を受けられた方　々の役に立てれ

ばと、７月24日に鶴中ＰＴＡ主催　で　チ　ャリティバ

ザーを行い、収益金を義援金にあてるこ　とにしました。

出演者はすべてボランティアで、地域　住民や鶴翔高校

の生徒などの協力もあり、会場は大盛　況でした。

鶴中ＰＴＡチャリティバザーフ ェスタ開催

７月17日、「子どもたちに思い出づくりをさせてあげた

い。」との保護者の想いから始まった地引網体験。初めて

地引網体験を行い、大物の魚が網にかかっているのを見

つけて、生徒らは大喜び。獲った魚はバーベキューにし

て皆でおいしくいただきましたとのことでした。

中 学３年生の思い出づくり～三笠中学校地引網～

鹿

７月３日、いそじ（五十路）大会県　予選に

向け、50歳以上を集めた合同チーム　「阿久

根」を結成しました。猛暑の桜島町体　育館の

中、拾って撃って粘って、気がつけば　惜しく

も３位。来年は、九州大会出場Y私　達の夢
は、延々に続きます。

鹿 児島県予選大健闘Y初出場で　３位Y

波

７月23日に波留区菅原神社で毎年恒例の

六月燈が開催されました。境内に設けられ

た特設ステージでは、太鼓演奏や歌、踊り

などが披露され、大勢の子どもたちや家族

連れでにぎわっていました。

波 留区菅原神社が六月燈でにぎわう

７月下旬、尻無地区の土手でカノコユリが満開

となりました。訪れる人に喜んでもらえればと、

近くに住む大田常市さんが丁寧に手入れを行った

もので、カノコユリとおれんじ列車とを一緒に写

真に収めようと大勢の写真愛好家が県内外から訪

れていました。

おれんじ列車とカノコユリの競演

お

７月10日に脇本小ＰＴＡ主催による　遠泳大

会が行われました。大会に至るまでに　保護者

や先生と一緒にプールで練習を３回、　海でも

３回練習を行って検定を行い、脇本浜　港周辺

や、深田港から脇本浜港までの１キロ　メート

ルの距離を、小学３年生以上の生徒48　名全員、

無事完泳することができました。

全員完泳できたよY

カノコユリ（尻無地区の土手）

勝目道場による太鼓演奏

重いけどがんばるぞY

とれた魚を手に取り、生徒の笑顔がこぼれる

オープニングは鶴翔高校吹奏楽　部による演奏

第23回全国家庭婦人バレーボール「いそじ　大会」
（県予　選）　
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楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）

まちの話題

みんなのアルバム

東日本大震災で被害を受けられた方　々の役に立てれ

ばと、７月24日に鶴中ＰＴＡ主催　で　チ　ャリティバ

ザーを行い、収益金を義援金にあてるこ　とにしました。

出演者はすべてボランティアで、地域　住民や鶴翔高校

の生徒などの協力もあり、会場は大盛　況でした。

鶴中ＰＴＡチャリティバザーフ ェスタ開催

全
７月３日、いそじ（五十路）大会県　予選に

向け、50歳以上を集めた合同チーム　「阿久

根」を結成しました。猛暑の桜島町体　育館の

中、拾って撃って粘って、気がつけば　惜しく

も３位。来年は、九州大会出場Y私　達の夢
は、延々に続きます。

鹿 児島県予選大健闘Y初出場で　３位Y

53

50～60年に１度しか花が咲かな
いというリュウゼツラン。昭和33

年に旧阿久根農高の築山から植樹
されたものですが、時を同じく鶴
翔高校のリュウゼツランの花も満
開となりました。２年前も別の株
が同時に咲いていたとのことで、
今後も同時に花が咲いていくので
しょうか？

53年目でつながる縁

お
７月５日に、地域のお年寄

りと大川中の生徒が、大川
弁（方言）講座や浜の清掃な
どのふれあい活動を行いまし
た。この後、生徒から暑中見
舞いのハガキが参加者のお年
寄りに贈られました。生徒た
ちはお年寄りから返ってくる
温かい返事に喜んでいまし
た。

お 年寄りに暑中見舞いなど
を贈るシルバーフレンド活動

７月10日に脇本小ＰＴＡ主催による　遠泳大

会が行われました。大会に至るまでに　保護者

や先生と一緒にプールで練習を３回、　海でも

３回練習を行って検定を行い、脇本浜　港周辺

や、深田港から脇本浜港までの１キロ　メート

ルの距離を、小学３年生以上の生徒48　名全員、

無事完泳することができました。

全員完泳できたよY

オープニングは鶴翔高校吹奏楽　部による演奏
阿久根駅のリュウゼツランの花が満開

地域のお年寄りとふれあう大川中の生徒

第23回全国家庭婦人バレーボール「いそじ　大会」
（県予　選）　

脇本小学校ＰＴＡ遠泳大会で１キロメートルのコースに挑む脇本小児童
（深田港）

投稿
記事
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くらしの情報

東
日
本
大
震
災
緊
急
対
策

資
金
の
ご
案
内

鹿
児
島
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

地
震
・
津
波
な
ど
に
よ
り
直
接
被
害
を
受
け

た
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
化
を
支
援
す
る

た
め
、
東
日
本
大
震
災
緊
急
対
策
資
金
に
よ

る
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
商
工

会
議
所
・
商
工
会
な
ど
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

県
商
工
労
働
水
産
部

経
営
金
融
課　

金
融
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
９
４
６

育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付

制
度
の
ご
案
内

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

で
は
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
さ
れ
た

方
、
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方

の
お
子
様
に
、
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
の
後
遺

障
害
者
に
は
、
介
護
料
の
支
給
制
度
も
あ
り

ま
す
。

◇
対
象
者

０
才
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の
お
子
様

◇
申
込
者

そ
の
お
子
様
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

◇
金　

額

は
じ
め
に
一
時
金
15
万
５
千
円
、
貸
付
期

間
中
毎
月
２
万
円
、
入
学
支
度
金
（
小
・

中
学
入
学
時
）
４
万
４
千
円

◇
期　

間

貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学
卒
業
の
月

ま
で

◇
返　

還

割
賦
に
よ
る
無
理
の
な
い
、
20
年
以
内
の

均
等
払
い
で
す
。

◇
返
還
猶
予

中
学
卒
業
後
、
高
校
、
大
学
な
ど
に
進
学

し
た
場
合
、
在
学
期
間
は
返
還
を
猶
予
で

き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
事
故
対
策
機
構

交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
ー
０
０
０
７
３
８

移
動
年
金
相
談
所
の
開
設

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移

動
年
金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
印
鑑
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
な
ど
を
持
参
し
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◇
日
時　

平
成
23
年
９
月
22
日
㈭

午
前
９
時
40

分
〜
午
後
３
時
40

分
ま
で

（
予
約
時
間
の
10

分
前
ま
で
に
待
合
室
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。）

◇
予
約
期
間

９
月
１
日
か
ら
９
月
12
日

◇
場
所　

市
民
会
館
第
１
会
議
室
（
２
階
）

※
代
理
の
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
予
約
受
付
先

市
民
環
境
課　

国
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

内
線
（
１
４
２
３
）

阿
久
根
交
通
・
地
域
安
全
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
の
ご
案
内

市
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
年
齢
、
性
別

を
問
わ
ず
、
次
の
と
お
り
無
料
で
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
日
時　

９
月
28
日
㈬　

午
前
９
時
〜

※
雨
天
時
は
９
月
29
日
に
延
期
。

◇
場
所　

市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

◇
申
込
期
限

９
月
12
日
㈪　

午
後
５
時
必
着
。

※
申
込
み
先

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
０
６

第12回阿久根交通･地域安全グラウンドゴルフ大会

第13回あくね洋画展開催Y
阿久根の風景や自然などが描かれた力作が多数展示され、第13回

あくね洋画展が開催されます。皆さまのご来場をお待ちしています。

◇日時　８月20日㈯～８月28日㈰　午前９時～午後６時

◇場所　阿久根市民会館大ホール

※問い合わせ　生涯学習課　☎０９９６－７２－１０５１

第
12

回
あ
く
ね
洋
画
大
賞
「
港
の
休
日
」
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交
通
事
故
無
料
相
談
の 

ご
案
内

交
通
事
故
の
相
談
に
無
料
で
応
じ
て
い
ま

す
。
交
通
事
故
で
お
悩
み
の
方
は
お
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
日
時
（
電
話
相
談
可
）

月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
５
時

◇
弁
護
士
相
談
日

（
面
接
可
能
な
方
・
予
約
制
）

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
の
午
後
１
時

※
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
自
動
車
保
険
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
５
２
）
３
４
６
６
（
直
通
）

川
床
テ
レ
ビ
中
継
局
受
信

の
皆
さ
ま
へ

９
月
19
日
㈪
以
降
、
川
床
テ
レ
ビ
中
継
局

（
長
島
町
・
矢
岳
）
か
ら
放
送
し
て
い
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
（
Ｅ
テ
レ
）
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
が
変
わ
り
ま
す
。

多
く
の
テ
レ
ビ
受
信
機
は
自
動
で
チ
ャ
ン

ネ
ル
再
設
定
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
一
部
の
受

信
機
で
は
手
動
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
再
設
定
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
が
映

ら
な
い
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
デ
ジ
サ
ポ
鹿
児
島
）

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
９
２
２
）
３
０
３

Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
は
、

☎
０
３
（
４
３
２
１
）
０
７
７
０

（
受
付
時
間
）平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
日
祝
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

高齢者男性が運転していた普通乗用車

高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
責
任
者

等
国
家
試
験
の
ご
案
内

液
化
石
油
ガ
ス
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
）
を
は
じ
め

と
し
た
高
圧
ガ
ス
の
製
造
及
び
販
売
な
ど
に

か
か
る
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
国
家
試
験

で
す
。

◇
受
付
期
間　

８
月
22
日
か
ら
９
月
２
日

◇
試

験

日　

11
月
13
日
㈰

◇
会　
　

場　

鹿
児
島
国
際
大
学
に
て

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
試
験
事
務
所

（
鹿
児
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
）

☎
０
９
９
（
２
５
０
）
２
５
３
５

無
線
従
事
者
養
成
講
習 

実
施
の
ご
案
内

㈶
日
本
無
線
協
会
が
、
第
三
級
陸
上
特
殊

無
線
技
士
の
養
成
講
習
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

◇
日
時　

10
月
21
日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
半

※
８
時
40
分
前
ま
で
に
受
付
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

◇
会
場　

県
市
町
村
自
治
会
館

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人　

日
本
無
線
協
会
九
州
支
部

☎
０
９
６
（
３
２
５
）
１
３
８
４

出
水
養
護
学
校
体
験
学
習

の
ご
案
内

出
水
養
護
学
校
で
は
、
10
月
12
日
㈬
に
障

が
い
の
あ
る
幼
児
、
児
童
・
生
徒
、
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
９
月
１
日
㈭

か
ら
９
月
10
日
㈯
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

※
申
込
み
先

出
水
養
護
学
校　

体
験
入
学
係

☎
０
９
９
６
（
６
３
）
３
４
０
０

障
害
者
委
託
訓
練
生
の 

募
集

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、

身
体
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、

無
料
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
講
座
を
行
い

ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
10
月
３
日
㈪

か
ら
10
月
31
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
能
力
開
発
校

☎
０
９
９
６
（
４
４
）
２
２
０
６

自
衛
官
等
採
用
試
験
の 

ご
案
内

次
の
と
お
り
、
自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
ま

す
。募集種目 資　　格 受付期間 試験日

航 空 学 生
高卒（見込含）で

21歳未満の者
９月９日まで

１次　　

９月23日

一般曹候補生
18歳以上　　

27歳未満の者
９月９日まで

１次　　

９月17日

自衛官候補生

（男子）

18歳以上　　

27歳未満の者

年間を通じて

行っています

受付時に

お知らせ

します　

自衛官候補生

（女子）

18歳以上　　

27歳未満の者
９月９日まで

９月25日

　～28日

◎自衛官募集の詳細については、次の

募集相談員までご連絡ください。

西田　一治　☎0996-73-2759
中面　幸人　☎0996-72-3212
松木　　博　☎0996-75-2311
岩崎礼二郎　☎0996-74-1305

自衛官募集ＨＰ
http://www.mod.go.jp/
gsdf/jieikanbosyu/
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【介護】自立する心をサポートする心遣いから
（１人にしない介護の前に、１人にする介護からはじめてください）
好きな時にトイレや外に気兼ねなく行けるお年寄りが沢山います
手すりは新築でも普通になりました設置率は浴室９割、トイレ６割

【一例】階段と手すりのセット商品
設置場所に合わせ高さや巾の調整が出来、
手すりと組合せ自由のセミオーダー型
（段板中３段、Wのステッキホルダー付き）
（税込）��,���円（取付費含む）
【住居のアドバイス】
浴槽は浅いタイプでフチに腰掛スペースの有るのを選ぶ、背もたれ
部分が傾斜している浴槽は避ける（次号は手すりの取付け方）
住宅の事なら電話かE-mailで相談や詳細を聞く事が出来ます。

（受付）大 工 の 里
住所�阿久根市山下��番地（岩﨑一男）
E-mail:minnnanoheya@cap.ocn.ne.jp

住居の事なら
◉即おこたえ致します◉

電話（0996）72-3131番

◎御電話を頂けば見積り及び相談が電話にてできます

保存版

和　式 洋　式

手すり２ヶ所付き

改装の一例
（和式を洋式）

���� ���円
（工事代含む）

北
薩
摩
地
産
地
消
推
進
マ
ッ

プ（
仮
称
）掲
載
店
舗
募
集
Y

北
薩
地
域
５
市
町
（
薩
摩
川
内
市
、
出
水

市
、
阿
久
根
市
、
さ
つ
ま
町
、
長
島
町
）
の

地
産
地
消
推
進
店
な
ど
を
紹
介
し
た
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
県
内
外
の
観
光
客
に
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

県
北
薩
地
域
振
興
局　

農
林
水
産
総
務
課

（
北
薩
振
興
推
進
協
議
会
産
業
部
会
事
務
局
）

☎
０
９
９
６
（
２
５
）
５
５
０
２

北
薩
地
域
県
境
交
流　
　

イ
ベ
ン
ト
事
業
の
募
集

地
域
の
方
々
の
共
生
・
協
働
に
よ
る
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

県
内
の
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
北
薩
地
域
で
地
域
資
源
な

ど
を
活
用
し
て
行
う
県
境
交
流
イ
ベ
ン
ト
に

対
し
て
事
業
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◇
助
成
額

助
成
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
。
助

成
額
上
限
は
25
万
円
（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）。

◇
事
業
実
施
期
間

平
成
24
年
３
月
28
日
㈬
ま
で

◇
申
込
期
限　

９
月
２
日
㈮
必
着

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

北
薩
地
域
振
興
局

総
務
企
画
部　

総
務
企
画
課

☎
０
９
９
６
（
２
５
）
５
１
０
７
（
直
通
）

平
成
24
年
成
人
式
実
行　

委
員
を
募
集

自
分
た
ち
の
手
で
一
生
に
一
度
の
成
人
式

を
思
い
出
に
残
る
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月

１
日
生
ま
れ
で
阿
久
根
市
在
住
の
方

◇
募
集
人
数　

６
名

◇
実
行
委
員
の
仕
事

成
人
式
の
企
画･

運
営
な
ど
（
例
年
、
実

行
委
員
会
を
３
回
ほ
ど
開
催
し
て
い
ま

す
。）

◇
募
集
期
間　

９
月
16
日
㈮
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
市
民
会
館
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

平成23年成人式実行委員の皆さん

８
月
は
人
権
同
和
問
題　

啓
発
強
調
月
間
で
す

人
は
誰
で
も
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う

願
い
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
権
利
は

皆
さ
ん
平
等
に
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
子
供
や

高
齢
者
へ
の
虐
待
、
女
性
、
障
が
い
者
に
関

す
る
人
権
問
題
が
、
依
然
と
し
て
存
在
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、
原
発
事

故
の
あ
っ
た
福
島
県
か
ら
の
避
難
者
が
差
別

さ
れ
る
事
案
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
、
偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向

け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。こ

の
機
会
に
、
皆
さ
ま
も
身
近
な
こ
と
か

ら
人
権
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

※
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

・
鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
８
４

・
県
教
育
委
員
会
の
教
育
相
談
窓
口

☎
０
９
９
（
２
２
７
）
５
３
４
５

・
県
警
本
部

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
０
１
１
０

・
性
犯
罪
被
害
等
（
性
犯
罪
被
害
１
１
０
）

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
７
８
６
７
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農機･農業資材･栽培指導

㈲マツモト
阿久根市山下1114

☎０９９６ー７３ー００５０

マ ツ モ ト

夏の特別キャンペーン実施中�

MMR300

152,250円
MMR400UN

194,250円
MMR600/600UN

208,950円/233,625円（UN仕様）

遊
ん
で
、
学
ん
で
、
健
康
に
な
ろ
う

阿
久
根
市
民
病
院
健
康
フ
ェ
ス
タ

阿
久
根
市
民
病
院
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

や
、
医
療
従
事
者
、
就
職
希
望
学
生
を
対
象

に
、
次
の
と
お
り
健
康
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
す
。
雨
天
決
行
、
台
風
時
は
中
止
で
す
。

◇
日
時　

８
月
27
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

阿
久
根
市
民
病
院
内
、
玄
関
前
、

看
護
学
校
内

◇
内
容　

無
料
検
診
（
血
液
検
査
、
脳
Ｍ
Ｒ

Ｉ
、
腰
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
腹
部
エ
コ
ー
、

血
管
エ
コ
ー
、
た
だ
し
、
人
数
限

定
）、
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
小
学
生
絵

画
展
示
な
ど
）、測
定
コ
ー
ナ
ー（
血

圧
測
定
、肺
活
量
、骨
密
度
な
ど
）、

チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
、
農
水
産
物
販
売
・

飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
宿
題
コ
ー
ナ
ー

※
問
い
合
わ
せ
先

出
水
郡
医
師
会
立　

阿
久
根
市
民
病
院

健
康
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
３
１
１

出水郡医師会立阿久根市民病院

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

10
月
１
日
㈯
か
ら
11
月
７
日
㈪
ま
で
の
期

間
で
秋
募
集
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
青
年
海
外
協
力
隊

満
20
歳
か
ら
満
39
歳
（
日
本
国
籍
の
方
）

◇
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

満
40
歳
か
ら
満
69
歳
（
日
本
国
籍
の
方
）

◇
派
遣
期
間　

１
年
間
ま
た
は
２
年
間
。
派

遣
期
間
が
１
ヶ
月
か
ら
10
ヶ
月
程
度
の
短

期
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島

㈶
鹿
児
島
県
国
際
交
流
協
会

☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６
６
２
４

Ｈ
Ｐ　

http://w
w

w.jica.go.jp

特
定
計
量
器
（
は
か
り
）

定
期
検
査
の
ご
案
内

卸
小
売
店
、
官
公
署
、
学
校
、
保
育
所
、

病
院
、
薬
局
、
運
輸
、
宅
配
業
な
ど
の
業
種

で
、
取
引
や
証
明
上
の
計
量
で
使
用
し
て
い

る
「
非
自
動
は
か
り
」
や
「
分
銅
」、「
お
も
り
」

な
ど
の
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
、
計
量

法
に
基
づ
き
社
団
法
人
鹿
児
島
県
計
量
協
会

が
行
い
ま
す
。
検
査
日
時
及
び
場
所
に
つ
い

て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
対
象
者

で
今
回
の
定
期
検
査
を
受
け
な
い
場
合
、
後

日
、
鹿
児
島
県
計
量
協
会
に
て
検
査
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
検
査
対
象　

卸
小
売
業
、
集
荷
業
、
運
輸

業
、
医
院
、
薬
局
な
ど
を
開
業
し
て
計
量

器
を
使
用
し
て
い
る
人
。

・
９
月
12
日
㈪　

午
前
10
時
半
〜
午
後
２
時

大
川
地
区
公
民
館

・
９
月
12
日
㈪　

午
後
３
時
半
〜
午
後
５
時

脇
本
地
区
公
民
館

・
９
月
13
日
㈫　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

阿
久
根
市
民
会
館

・
９
月
14
日
㈬　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

阿
久
根
市
民
会
館

・
９
月
15
日
㈭　

午
前
９
時
〜
正
午

阿
久
根
市
民
会
館

※
問
い
合
わ
せ
先　

鹿
児
島
県
計
量
検
定
所

☎
０
９
９
（
２
６
９
）
５
１
６
１

９
月
は
「
船
員
労
働
安
全

衛
生
月
間
」

今
年
は
、
今
一
度
Z
「
あ
せ
ら
ず
」「
無

理
せ
ず
」「
油
断
せ
ず
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

九
州
運
輸
局
鹿
児
島
運
輸
支
局
な
ど
が
船
員

の
労
働
安
全
・
衛
生
指
導
な
ど
を
実
施
す
る

ほ
か
、
船
員
の
無
料
健
康
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

◇
無
料
健
康
相
談
所
開
設
病
院

門
松
医
院

☎
０
９
９
６
（
６
４
）
６
１
０
０

※
問
い
合
わ
せ
先

九
州
運
輸
局
鹿
児
島
運
輸
支
局
船
員
担
当

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
５
６
６
０



図書館へ行こうY
　休館のお知らせ
市立図書館・郷土資料館は９月19日㈪から９月26

日㈪まで、館内整理期間のため休館になります。本

を返却されるときは「返却ポスト」へお願いします。

　新刊案内
・『八月からの手紙』

堂場瞬一（著）
決して忘れない。絶望を、

屈辱を、恩義を、希望を。

友を、青空の白球を。1946

年東京。戦後復興。娯楽へ

の欲求．．．。

戦後の混乱期に「野球」

に衝き動かされた男たちの

姿を描く。

・『質素な性格　欲は小さく野菊のごとく』
吉行和子（著）

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　９時～19時

　図書館の催し
※参加料は無料。お気軽にどうぞご参加ください。

・８月27日㈯　14時～　手づくり教室

・９月３日㈯　14時～　映画会

・９月10日㈯　14時～　バンビ教室（読み聞かせ）

・９月17日㈯　14時～　手作り教室

・『龍馬奔る』
山本一力（著）

深い愛情を受け、日に日

にたくましく育っていく龍

馬。一方、土佐の山里では、

龍馬に遅れること２年５ケ

月、中岡慎太郎が大庄屋の

跡取りとして産声を上げた

のだった．．．。

・『「孤独の力」を抱きしめて』
落合恵子（著）

－ 22－

「
ハ
イ
Y
」
の
決
め
ポ
ー
ズ
や
、「
社
長

Y
」
の
セ
リ
フ
で
親
し
ま
れ
た
阿
久
根
市

出
身
の
タ
レ
ン
ト
、
宮
尾
す
す
む
氏
（
77

歳
）
が
、
７
月
12

日
午
後
２
時
56

分
に
肺

炎
の
た
め
東
京
都
内
の
病
院
に
て
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

宮
尾
す
す
む
氏
は
、
旧
満
州
か
ら
阿
久

根
市
に
移
り
住
み
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら

魚
の
行
商
を
手
伝
い
な
が
ら
阿
久
根
高
校

を
卒
業
し
、
就
職
で
薩
摩
川
内
市
へ
。

そ
の
後
、
歌
手
の
司
会
な
ど
で
有
名
な

宮
尾
た
か
志
氏
に
師
事
し
、
有
名
歌
手
の

司
会
を
務
め
、
テ
レ
ビ
界
に
進
出
。
数

多
く
の
ヒ
ッ
ト
番
組
の
司
会
や
レ
ポ
ー

タ
ー
、
ド
ラ
マ
、
映
画
に
も
出
演
さ
れ
ま

し
た
。

宮
尾
す
す
む
氏
の
長
男
で
、
タ
レ
ン
ト

の
山
口
雅
史
氏
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、「
親
と
し
て
絶
対
に
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
さ
せ
な
い
し
、

見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。」と
言
っ

て
、
息
子
で
あ
る
自
分
の
こ
と
を
第
一
に

考
え
、
何
で
も
身
を
も
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

今
思
え
ば
、
若
い
こ
ろ
、
無
茶
を
し
て

い
た
と
き
が
あ
り
、
そ
の
と
き
父
が
自
分

に
言
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
言
葉
に
何
ひ
と

つ
誤
り
は
な
か
っ
た
と
、
こ
れ
ま
で
の
自

分
の
成
功
や
失
敗
な
ど
を
顧
み
て
、
つ
く

づ
く
感
じ
ま
す
と
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

こ
に
氏
の
生
前
の
ご
功
績
を
た
た

え
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
、
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
本　

名
）
山
口　

進

（
出
生
地
）

旧
満
州
（
現
・
中
国

東
北
部
）
生
ま
れ
で

阿
久
根
市
育
ち

（
主
な
作
品
）

『

モ

ー

ニ

ン

グ

シ
ョ
ー
「
あ
あ
日
本

の
社
長
」
の
コ
ー

ナ
ー
』（レ

ポ
ー
タ
ー
）

『
ス
タ
ー
ど
っ
き
り

㊙
報
告
』

（
レ
ポ
ー
タ
ー
）

『
象
印
ク
イ
ズ
ヒ
ン

ト
で
ピ
ン
ト
』

（
解
答
者
）

「
ハ
イ
Y
」
の
決
め
ポ
ー
ズ
で

親
し
ま
れ
た

阿久根市出身のタレント

故宮尾すすむ氏

宮尾すすむ氏ご逝去



－ －－ 23－ ※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載してあります。

「
あ
り
が
と
う
と
、
た
く
さ
ん
言
え
た
日

が
一
番
幸
せ
で
す
。」
と
い
う
我
が
家
の
８

月
カ
レ
ン
ダ
ー
の
標
語
。

業
務
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と

い
う
言
葉
を
何
度
と
な
く
発
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
標
語
を
見
て
考

え
る
に
、
本
当
に
『
そ
の
通
り
』
で
あ
る

と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

子
供
の
し
つ
け
の
場
面
で
、
保
護
者
が

子
供
に
「
あ
り
が
と
う
は
？
」
と
い
う
セ

リ
フ
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
子
育
て
の
本

に
「
普
段
か
ら
積
極
的
に
親
が
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
見
せ
て
い
れ
ば
、
子
ど
も

に
は
伝
わ
る
。」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、

我
が
子
ら
に
素
直
に
伝
わ
れ
ば
良
い
の
だ

が
な
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。　

（
寺
園
）

阿

久

根

短

歌

会

阿

久

根

短

歌

会
※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

洪
水
の
警
報
出い

で
し
夕
つ
方
年
金
減
額
の
通
知
届
き
ぬ 

上　

野　

亀
澤　

笑
子

本
山
に
七
百
五
十
回
目
の
大だ
い

遠お
ん

忌き

ご
縁
の
あ
り
て
御ご

影え
い

堂ど
う

に
伏
す 

脇　

本　

野
村　

克
江

如
何
ほ
ど
の
基
準
な
ら
む
か
想
定
外
放
射
能
汚
染
広
が
り
止
ま
ず 

上　

野　

有
田
イ
チ
エ

歩
け
ね
ば
外そ
と

出で

か
な
は
ず
淋
し
け
れ
歌
詠
む
視
野
の
い
よ
い
よ
狭
し 

脇　

本　

赤
﨑　

タ
エ

夫つ
ま

と
添
ひ
し
六
十
年
の
記
念
樹
の
桜
か
が
や
く
番
所
丘
に 

琴　

平　

川
畑　

ス
ミ

逝
き
ま
せ
し
永
き
歌う
た

友と
も

偲
び
ゐ
ぬ
か
の
日
か
の
と
き
笑
顔
重
な
る 

新　

町　

遠
矢　
　

律

凪
ぎ
わ
た
る
海
を
真
下
に
長
島
の
風
力
発
電
静
か
に
回
る 

上　

野　

河
南
誠
一
郎

六
月
も
早
ゆ
か
ん
と
す
時
と
し
て
老
の
夜
更
け
に
湧
け
る
空
し
さ 

折　

口　

白
濵　

ノ
ブ

約
束
を
果
た
せ
ぬ
ま
ま
に
逝
き
し
人
の
写
真
を
抱い
だ

く
椎
葉
の
里
に 

脇　

本　

渡
瀬　

栄
子

あ
ぢ
さ
ゐ
の
幼
き
毬ま
り

は
花
の
色
ま
だ
決
め
か
ね
て
五
月
雨
ま
と
ふ 

折　

口　

別
府　

義
明

人のうごき
7月31日現在
（　）は前月比

人　口
23,439人
（－18人）

男
10,969人
（－11人）

女
12,470人
（－7人）

世帯数
10,687世帯
（－3世帯）

出 生 14人
死 亡 25人
転 入 41人
転 出 48人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

谷
口　

寛ひ
ろ

翔と　

和　

弘
（
倉　

津
）

岩
﨑　

凪な
ぎ

咲さ　

哲　

朗
（
新　

町
）

肱
黒　

拓た
く

人と　
　

豊　

（　

潟　

）

中
村　

り
り　

祐　

喜
（
山
下
馬
場

）

内
山　

蓮れ
ん

也や　

徹　

也
（　

段　

）

中
村　

吏り

嵐ら
ん　

真
之
介
（
遠　

矢
）

枦　
　

大は
る

翔と　

善　

幸
（
高
之
口
）

大
井
園
詩し

音お
ん　

祐　

二
（
大　

下
）

小
田　

優ゆ
う

星せ
い　

真　

也
（
牧　

内
）

小
田　

優ゆ
う

花か　

真　

也
（
牧　

内
）

松
山　

り
た　

伸　

二
（
山
下
馬
場

）

葛
迫　

聖せ

那な　
　

聖　

（
市　

外
）

福
浦
茉ま

陽ひ

瑠る　

涼　

太
（
黒
之
浜
）

野
村　

仁じ
ん　

　
　

純　

（
高
之
口
）

栗
栖
カ
ズ
メ
82
（
大　

丸
）　

勇

田
上
ハ
ツ
ミ
88
（
小　

漉
）　

勇

坂
口　

市
藏
95
（
永
田
上
）　

守

猿
樂　

義
助
79
（
佐　

潟
）
君　

江

川
畑
サ
チ
子
85
（　

潟　

）
ト
シ
子

橋
上　

貞
幸
67
（
新　

町
）
寿　

子

黒
坂
み
さ
子
57
（
大　

谷
）
健　

治

寺
地　

ミ
ネ
82
（
尻
無
下
）
宝　

盛

梶
尾　

傳
一
86
（
黒
之
浜
）
ハ
ル
ヱ

坂
元　

久
生
67
（
瀬
之
浦
下
）
美
里
子

浦
﨑　

利
子
77
（
上　

原
）
留　

吉

小
川　

一
雄
91
（
下　

村
）
松　

栄

上
原
ミ
ヤ
ノ
99
（
新　

町
）
村
山
千
代
子

柿
元
ス
ヱ
ミ
ツ
96
（　

町　

）
周　

二

奥
平
フ
ヂ
ノ
100
（
的　

場
）
幸　

義

塩
田
百
合
子
59
（　

潟　

）
正　

男

上
野　

浩　

85
（
新　

町
）
浩　

一

瀨
戸
口
サ
ダ
91
（
下　

村
）
留
美
子

辻　
　

幸
雄
88
（
瀬
之
浦
下
）
ミ
キ
エ

大
堂　

鈴
子
56
（
羽　

田
）
建　

喜

小
園　

ミ
ヱ
76
（
遠　

矢
）　

明

死　

亡　

者
年齢
（
区　

名
）
代
表
者

出　

生　

児　

保
護
者
（
区　

名
）

平成23年度「鹿児島県シルバー
人材センター連合会安全標語」
に見事入賞Y

鹿児島県シル

バー人材センター

連合会安全標語に

応募された会員の

方の次の作品が入

賞し、７月14日の

安全大会で表彰さ

れました。

◎優秀賞

『無事故への　たゆまぬ努力が　身を守る』
大田　貞雄

◎佳　作

『危険個所　仲間で確認　安全作業』
猿楽シマヱ

賞状を授与される大田貞雄氏
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た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

枦は
し　

　

愛ま
な　

美み
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◇趣味は何ですか・・・
ＤＶＤ・音楽鑑賞
◇性格は・・・
明るい
◇理想の異性像は・・・
一緒にいて笑いのたえない人
◇阿久根について一言・・・
自然のキレイなところだと思います
◇将来の夢は何ですか・・・
笑いのたえない家庭をつくることです

－ 24－

私たちは、水墨画を楽しんでいます「阿久根墨親
会」です。神之田重雄先生に教わりながら墨の濃淡
を使い分けてゆく誰にでも簡単にできる、やさしい
手法です。一緒に勉強してみませんか。
皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

活動日時　毎月第１・第３月曜日
午後１時半～３時半

活動場所　働く女性の家
☎０９９６－７３－３７６９

「阿 久 根 墨
ぼく

　親
しん

　会
かい

」
サークル紹介

営業時間：午前10時～午後５時
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←出水 阿久根市街地→

住まいの無料相談室 ＡＺ車検
センター
隣り

住まいの事なら、お気軽に相談ください。

☎0996-72-0014㈱ タイセイ工務店

新築 リフォーム オール電化工事
バリアフリー工事 太陽光発電システム設置工事

〒899-1625 阿久根市波留1074-1
信頼と実績の

 TAISEI

☎0996-73-0350

阿久根伊勢えび祭り 9月1日㈭～10月31日㈪まで開催�
ご予約･料理のお問い合わせは、次の協賛店へご連絡ください。
◎協賛店（掲載は順不同）
・栄屋旅館　　☎0996-72-1431　・ぶえんかん　　　☎0996-73-2211
・味の大漉　　☎0996-75-1752　・いらっしゃいませ　☎0996-73-2979
・潮騒　　　　☎0996-75-0193　・竹馬の友　　　　☎0996-72-0888
・太郎寿司　　☎0996-72-0011　・道の駅｢阿久根｣　☎0996-74-1400
・十三　　　　☎0996-72-1420　・まきや　　　　　☎0996-72-2571
・ひさご旅館　☎0996-72-1010　・しげぞう　　　　☎0996-72-7027
・ラ･ボンジョルネ　☎0996-73-3112　・グランビューあくね　☎0996-73-1411
　　　　　　　　　※問い合わせ先　阿久根市観光協会　☎０９９６－７２－１１８５


